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別添１ 審査基準 

 

審査基準（一次審査用） 

評価項目 内容及び評価方法 配点 

業

務

実

績

等 

１．企業の業務実績等 同種業務（※１）について、十分な受注実績を

有しているか。 

（関連業務の受注件数（最大 10 件）及び県内

自治体（※２）発注の同種業務実績の有無を評

価する。） 

15 

２．業務の実施体制 本業務の取組体制について、技術者等（※３）

の配置人数は十分であるか。 
15 

３．技術者等の業務実

績及び関連資格の

状況 

本業務に従事する技術者等のうち予定管理技

術者及び予定担当技術者について、十分な同種

業務実績や関連資格（※４）を有しているか。 

（予定管理技術者及び主たる予定担当技術者

の関連業務従事件数（最大 5 件）及び県内自治

体（※２）発注の同種業務実績の有無を評価す

る。また、関連資格の有無を評価する。） 

20 

一次審査合計点  50 

※１「同種業務」とは、「実施要領」で規定する「過去５年間（平成 25 年度～平成 29 年度）

の地球温暖化対策実行計画（事務事業編）策定または改定、地方公共団体カーボン・マネジ

メント強化事業に関する業務で直接受注しているもの」を指す。 

※２「県内自治体」とは、千葉県を含む、県内の市町村をいう。 

※３「技術者等」とは、「実施要領」で規定する、予定管理技術者、予定照査技術者及び予

定担当技術者等を指す。 

※４「関連資格」とは、「実施要領」で記載する以下の資格を指す。 

   ・技術士（総合技術管理部門：環境） 

   ・技術士（環境部門：環境保全計画、環境測定、自然環境保全、環境影響評価） 

   ・エネルギー管理士 
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審査基準（二次審査用） 

 評価項目 内容及び評価方法 配点 

       

    

  

  

  

  

  

  

  

提  

 

案 

 

内 

 

容 

１．業務実施方針 ・本業務の目的や趣旨を理解し、本市

の現状や特性を踏まえたものとなって

いるか。 

10 

２．実行計画（改訂版）素案の

策定支援 

・市の事務事業全体の温室効果ガス削

減効果のための取り組みが分かり易く

示されており、政府の目標と遜色ない

ものとなっているか。 

20 

３．施設における省エネ診断 ・本施設の特性を踏まえ、具体的な省

エネ診断方法が提案されているか。 

・具体的な改善施策例が示されている

か。（類似施設等への設備更新等の展

開方策例、事務事業編に基づく省エネ

設備等導入支援事業（第２号事業）に

向けた提案等） 

20 

４．温室効果ガス排出量算定シ

ステムの構築 

・温室効果ガス排出量を把握及び分析

を安易にするシステムとなっている

か。 

10 

５．推進体制の構築 ・具体的な推進体制例が示されている

か。 
10 

６．業務スケジュール ・業務ごとにスケジュールされてお

り、適切で具体的な提案がされてい

る。 

5 

７．その他追加提案 ・温室効果ガス削減を成功に導くため

の特筆すべき具体的な提案があるか。 
10 

８．業務委託料 ・仕様書に定める業務を実施する上で

経費が妥当なものとなっているか。 
5 

プ

レ

ゼ

ン

テ

｜

シ

ョ

ン 

１０．資料作成能力 ・文章表現等、提出された資料が分か

り易く整理されているか。 5 

１１．説明能力 ・説明は分かりやすく、理論的であ

り、かつ熱意があるか。 

・質疑に対して的確に対応できている

か。 

5 

二次審査合計点  100 


